
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

【集いの様子】 
 

 

【目標・ねらい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 木遣り唄の継承と普及に関する事業 

事業主体 

（連絡先） 

諏訪市木遣保存会 

 

事業区分 教育、文化・スポーツ振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費          3,843,463 円（うち支援金：       2,915,000 円） 

 

①多様で豊かな個性を持つ県内の

御柱木遣りを県民に紹介 

②木遣り団体間の連携と学び合い 

③御柱木遣り唄継承者の育成 

※自己評価【   B  】 

【理由】 

・『木遣りの集い』への高評価  

・県内の御柱木遣り団体間の交流開始 

・小学校の授業で木遣り CD の活用開始 

・『集い』は目標来場者数に達せず。後継者育

成に資するものであったかの判断は尚早 

 

 

①『木遣りの集い』来場者へのアンケートではイベント

に対する高評価（「大変良かった」「良かった」と回答の合計）が 9

割を超え、諏訪地区の他木遣り団体からの好評も得た。 

②出演交渉全体を通して、また前日のリハーサル時にも

出演団体と交流の場を持つことができた。 

③出演団体へのアンケートでは「伝統の重みを実感し活

動及び後継者育成への意欲が向上した」様子が伝えられ

てきた。 

④11 月に市内小学校で行われた音楽科授業で早速作製

した木遣り CD の音源を利用して学習支援をした。 

 

標記の事業達成のため「諏訪市木遣保存会発足 50 周年

記念」と銘打ち、支援金を活用して次の２つに取り組ん

だ。 

まず 6 月 16 日、諏訪圏以外でも行われている御柱祭と

そこで唄われている木遣り唄の存在を広く県民に知っ

てもらい興味を持っていただくため県内8地区から木遣

り団体を招き諏訪市で『木遣りの集い～唄で繋がるおんばし

ら～』の公演を行った。出演者 140 名、観客約 500 名。 

次に諏訪地域の御柱木遣りの継承発展に資するべく諏

訪市木遣り保存会員（過去の会員を含む）による『諏訪

御柱木遣り唄』CD を作成し諏訪地区にある８つの木遣

保存会と諏訪市の図書館、博物館、小中学校に寄贈した。 

 

・県民に木遣り唄の魅力を発信し続けるため、引き続き県内の御柱木遣り唄の調査を継続する。 

・『集い』継続には課題が多く困難が予想されるが、県内各地の御柱木遣りの発表の場をつくり

出すための努力を続けていきたい。 

・県内各地の御柱木遣り継承者の発掘と育成のため、『集い』出演団体は勿論のこと、今後さら

に他の木遣り団体とも接触し交流の輪を広げていきたい。 

・諏訪の御柱木遣りの後継者育成に向けて圏内８つの木遣り団体との協力体制を強化したい。 

・「木遣り教室」や小中学校での学習支援等において今回作製した木遣り CD や『集い』の記録

映像を活用し御柱木遣りの普及と継承者育成の活動を押し進めたい。 


